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状態方程式 (4)左辺の Pを0とおけば自発体積磁歪 LJmが得られる.OKの場合､体積
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(12)
が得 られる｡ac/勘 こ対するALJm/LJm(0),i(Tc)2,E(TL)2,∂E(Tc)2/∂p,∂E(Tb)2/∂pは図 2
に示 されいるo ∂E(Tc)2/∂pや∂E(TL)2/∂pは ac/b2が 5/28で発散する. これは､(10)式
から分かるように､i(Tc)2や E(T;)2がac/b2-5/28で P-1/2に比例 して減少するためで
あり､有限の Pの値では発散 しない.
4.おわりに
Moriyaと Usamiの理論 【5】では､△wm/wm(0)が a,bの値に依 らず 0･4となるO これ
は､Tcでのスピン揺 らぎの振幅の2乗E(Tc)2とM(0)2との比が 3/5であるからであるO
他方､我々の模型 (a>0,b<0,C>0)では､この比が ac/b2の値に依存 し､αC/b2-5/28
で E(Tc)2/M(0)2が約 0.28とな り､MoriyaとUsamiの得た値 よりかな り小 さいo この事
は､自発体積磁歪が大きくなり､いわゆるインバー特性を表わしている｡また､図 2に示 さ
れたように､Tcの圧力変化も大きく､Fe-Ni,Fe-Pd,Fe-Pt合金のインバー効果を定性的に
説明していると思われる｡これは､最近 五Ⅹed-spin-moment法によるバン ド計算から評価 さ
れた Fe｡Ni,Fe,Ptの Landau係数 a,b,Cの値 [81が､ここで議論 した ac/b2の値に近いか
らであるOまた､パイライ ト化合物 Co(S,Se)2やラーベス相化合物 Hf(Fe,Co)2等では､強
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